
- 1 -

航空重大インシデント調査の経過報告について

平成１８年 １ 月２７日

国土交通省 航空・鉄道事故調査委員会

平成１６年７月１５日（木）、栃木県河内郡上河内町において、また、同年９月

２０日（月、祝日）、宇都宮飛行場において発生した、長崎県警察本部所属ベル式

２０６Ｌ－３型ＪＡ６１１４の２件の航空重大インシデントについて、これらは同様

の事象によるものと推定されるため、一つに統合して鋭意調査を進めているところで

ある。重大インシデント現場における調査及び機体に係る大方の調査は終了している

が、以下の理由により、最終的に報告書を取りまとめるまでに、なお時間を要すると

見込まれる。

(1) 平成１７年７月７日（木 、同型式機である茨城県警察本部所属ＪＡ６１４４）

） 、の発動機が、さらに、同年１０月７日（金 、本重大インシデント機の発動機が

それぞれ地上において運転中、突然停止するという事象が発生した。これらの事

象もまた本件重大インシデントとの関連が疑われることから、その原因調査結果

に注目しているところであるが、これら２機の発動機部品である燃焼器ライナー

の詳細調査を米国で実施中であり、その結果が出るまでになお時間を要すること

(2) 上記(1)の結果如何によっては、再度、本２件の重大インシデントの原因関係

者からの意見聴取と、併せて、国際民間航空条約に基づき本重大インシデント調

査参加国（カナダ国及び米国）に対する意見照会をそれぞれ行うことになる可能

性があり、その場合にはそれらの回答が来るまでに時間を要する可能性があるこ

と

しかしながら、同様の事象の発生防止の観点から、本重大インシデントの概要及び

本重大インシデント調査の経過を報告し、公表することとした。

なお、本経過報告の内容については、今後、更に新しい情報や状況が判明した場合、

変更することがあり得る。
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長崎県警察本部所属ベル式２０６Ｌ－３型

ＪＡ６１１４に係る航空重大インシデント調査について

（経過報告）

所 属 長崎県警察本部

型 式 ベル式２０６Ｌ－３型（回転翼航空機）

登録記号 ＪＡ６１１４

発生日時 (1) 平成１６年 ７ 月１５日 １１時０９分ごろ

(2) 平成１６年 ９ 月２０日 １３時５３分ごろ

発生場所 (1) 栃木県河内郡上河内町

(2) 宇都宮飛行場

１.１ 航空重大インシデントの概要

本２件は、いずれも航空法施行規則第１６６条の４第７号に規定された「飛行中に

おける発動機の継続的な停止」に該当し、航空重大インシデントとして取り扱われる

こととなったものである。

1.1.1 長崎県警察本部所属ベル式２０６Ｌ－３型ＪＡ６１１４は、平成１６年７月

１５日（木 、試験飛行のため、機長及び同乗者２名が搭乗して、宇都宮飛行場を）

１０時２３分に離陸し、栃木県河内郡上河内町の鬼怒川滑空場付近においてオート

ローテーションの試験飛行中、１１時０９分ごろ、エンジンが突然停止した。

このため、同機は鬼怒川滑空場に不時着した。

搭乗者の負傷 なし

航空機の損壊 なし

1.1.2 当該機は、平成１６年９月２０日（月、祝日）、試験飛行のため、上述

1.1.1 と同一の機長及び同乗者１名が搭乗して、宇都宮飛行場を１３時３５分に離

陸し、宇都宮飛行場の滑走路上空においてオートローテーションの試験飛行中、

１３時５３分ごろ、エンジンが突然停止した。

このため、同機は宇都宮飛行場に緊急着陸した。

搭乗者の負傷 なし

航空機の損壊 なし

1.1.3 本２件の重大インシデント調査の取扱
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1.1.1 で述べた重大インシデント（以下「インシデントＡ」という ）の調査の。

一環として、確認のための飛行試験を行っている際、当該機に再度 1.1.2 で述べた

重大インシデント（以下「インシデントＢ」という ）が発生した。このため、こ。

れら２件の重大インシデント調査は、インシデントＡに関するそれまでの調査を踏

まえた上で、一つに統合して実施している。

１.２ 航空重大インシデント調査の概要

1.2.1 調査組織

(1) 航空・鉄道事故調査委員会は、平成１６年７月１６日、インシデントＡの

調査を担当する主管調査官ほか１名の航空事故調査官を指名した。

また、平成１６年７月２０日、１名の航空事故調査官を追加指名した。

(2) 同委員会は、平成１６年９月２１日、インシデントＢの調査を担当する主

管調査官ほか２名の航空事故調査官を指名した（３名とも上記(1)と同一の

調査官である 。。）

1.2.2 外国の代表、顧問

本調査には、重大インシデント機の設計・製造国であるカナダ国の代表及び同機

のエンジンの設計・製造国である米国の代表が参加した。

1.2.3 調査の実施時期

(1) インシデントＡに関する調査

平成１６年 ７ 月１６日 現場調査、機体調査及び口述聴取

平成１６年 ７ 月２１日 エンジンの台上運転試験

平成１６年 ７ 月２４日 エンジンの燃料系統補機の台上機能試験

平成１６年 ９ 月 ８ 日 エンジンの台上運転試験

平成１６年 ９ 月１６日 エンジンを機体に再搭載して地上運転試験

(2) インシデントＢに関する調査

平成１６年 ９ 月２１日 現場調査、機体調査及び口述聴取

平成１６年 ９ 月２３日 機体調査及び地上運転試験

平成１６年１０月 ７ 日 地上運転試験

平成１６年１０月 ８ 日 オートローテーションの試験飛行

平成１６年１１月 ４ 日 エンジンの燃料系統補機のうちＰＴＧ(Power

Turbine Governor)、燃料ポンプ及び燃料ノズル

の台上機能試験及び分解調査

平成１６年１２月 ７ 日 ＧＰＦＣ(Gas Producer Fuel Control)の台上機
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～ ８ 日 能試験及び分解調査

平成１７年 ２ 月１８日 エンジンの燃焼器ライナーの点検調査

平成１７年 ３ 月１４日 オートローテーションの試験飛行

～２１日

２.１ 航空機乗組員に関する情報

機 長 男性 ３９歳

事業用操縦士技能証明書（回転翼航空機） 平成 元 年１２月１３日

限定事項 陸上単発タービン機 平成 元 年１２月１３日

第１種航空身体検査証明書

有効期限 平成１７年 ４ 月１７日

総飛行時間

(1) インシデントＡ当時 ３,４６１時間０２分

(2) インシデントＢ当時 ３,４９９時間２２分

最近３０日間の飛行時間

(1) インシデントＡ当時 ２８時間３５分

(2) インシデントＢ当時 ２６時間４０分

同型式機による飛行時間

(1) インシデントＡ当時 ２５時間３０分

(2) インシデントＢ当時 ２９時間３０分

最近３０日間の飛行時間

(1) インシデントＡ当時 ０ 時間２５分

(2) インシデントＢ当時 ３ 時間１５分

２.２ 航空機に関する情報

2.2.1 航空機

型 式 ベル式２０６Ｌ－３型

製 造 番 号 ５１５４３

製造年月日 平成 ３ 年１２月 ４ 日

耐空証明書 なし

耐空類別 回転翼航空機普通Ｎ又は特殊航空機Ｘ

総飛行時間

(1) インシデントＡ当時 ４,１９６時間２５分

(2) インシデントＢ当時 ４,２０１時間４０分

定期点検( )後の飛行時間６００時間点検、平成１６年７月１４日実施
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(1) インシデントＡ当時 ０ 時間２５分

(2) インシデントＢ当時 ５ 時間４０分

2.2.2 エンジン

型 式 アリソン式２５０－Ｃ３０Ｐ型

製 造 番 号 ＣＡＥ－８９５６１６

製造年月日 平成 ３ 年 ９ 月２４日

総使用時間

(1) インシデントＡ当時 ４,１９６時間２５分

(2) インシデントＢ当時 ４,２０１時間４０分

定期点検( )後の飛行時間オーバーホール、平成１６年６月２９日実施

(1) インシデントＡ当時 ０ 時間２５分

(2) インシデントＢ当時 ５ 時間４０分

３ 参考事項

本２件の重大インシデントの発生にかんがみ、当該機のエンジン整備会社は、フレ

ーム・アウトの可能性を最小限にする操作手順を作成し、エンジンメーカーの同意を

得て、これを推奨するために、同機のエンジンと同型式エンジンの使用者に対し、サ

ービス・ニュース（平成１７年３月１４日付け、題目：２５０－Ｃ３０シリーズ、オ

ートローテーション訓練時および試験時のフレームアウト防止について）を発行した。


